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はじめに 

 CloudBeesとは、CloudBees社が手掛ける PaaS基盤である。Javaアプリケーションを主な

対象としており、CloudBees自体でホストしているサービスの他、外部で提供されているいく

つかのサービスを統合的に扱うことができる。 

構成要素 

DEV@cloud: 開発環境 

 Subversion, Git, Mavenのリポジトリと Jenkinsのビルドサービスを含んだ開発環境 

RUN@cloud: 実行環境 

 各種アプリケーションスタックに対応したアプリケーション実行環境 
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対応プラットフォーム 

開発言語とフレームワーク 

 主に Javaアプリケーションを対象としており、JVM上で動作するものであればある程度動

作させることができる。ClickStackというアプリケーションを作成するためのひな形のような

ものが用意されている。ラインナップとしては以下のようなものがある（2013年 2月 25日現

在）。Curated Stacksが CloudBeesで提供しているスタック、Early-Access Community Stacks

がコミュニティによって作成されたスタックになる。 

Curated Stacks 

● Tomcat 6.0.32 

● JBoss 7.02 

● Java 1.6 / 1.7 / 1.8 

Early-Access Community Stacks 

● Tomcat 7 

● JBoss 7.1 

● GlassFish 3 

● Play! 2 

● SBT 

● Node.js 

● webmachine (Erlang) 

データベース 

● MySQL 

● MongoHQ (MongoDB) 

● Cloudant (CouchDB) 

● Amazon RDS (MySQL, Oracle, SQL Server) 

● EnterpriseDB (PostgreSQL) 
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サービス 

 CloudBeesでは CloudBees自体で提供しているサービスの他、外部のサービスを Subscribe

することで連携することができる。 

DEV@Cloud 

● Subversion 

● Git 

● Maven（リポジトリ） 

● Jenkins 

● Sauce Labs（Seleniumベースの画面テスト） 

● JFrog（バイナリリポジトリ） 

● Sonar（コードインスペクション） 

● XWiki（Wiki） 

● codesion（SCM、ALM） 

RUN@Cloud 

● New Relic（アプリケーションパフォーマンス管理） 

● Papertrail（ログ管理） 

● SendGrid（メール） 

● Websolr（検索エンジン） 

● AppDynamics（アプリケーションパフォーマンス管理） 
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PaaS基盤の基本情報 

 2013年 2月 25日現在での価格体系について記述する。 

DEV@Cloud 

 FREE, BASEの場合、ビルド環境がm1.smallのみとなり、FREEの場合は加えて無料時間内

のみビルドを行うことができる。 

 

 FREE BASE PRO ENTERPRISE 

月額 $0 $15 $50 $100 

m1.small無料ビ

ルド時間（分 / 

月） 

300 1000 5000 10000 

m1.smallビルド

料金（毎時） 

N/A $0.106 $0.106 $0.106 

m1.largeビルド

料金（毎時） 

N/A N/A $0.425 $0.425 

並列実行可能数 1 2 無制限 無制限 

ユーザ数 3 10 20 50 

リポジトリサイ

ズ 

2GB 10GB 25GB 50GB 

 

 上記のビルドに利用される EC2インスタンスは以下の通りである。 

 

Amazon EC2 CPU メモリ ストレージ 

m1.small 1 EC2 unit (64bit) 1.7GB 160GB 

m1.large 4 EC2 unit (64bit) 7.5GB 850GB 
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RUN@Cloud 

 

 Free Base（準備中） Enterprise 

無償アプリケーショ

ン数（Tomcatまたは

Java EEで 1app-cell

分のみ） 

5 5 5 

Tomcat価格 無償 $0.013/app-cell/時 

（上限$9.50/app-cell/

月） 

$0.019/app-cell/時 

（上限 $13.90/app-

cell/月） 

Java EE価格 無償 $0.022/app-cell/時 

（上限 $16.06/app-

cell/月） 

$0.028/app-cell/時 

（上限 20.45/app-

cell/月） 

メモリ 128 MB 1GBまで 4GBまで 

カスタムドメイン 不可 可 可 

オートスケール 不可 手動のみ 可 

ロードバランス 不可 可 可 

セッション維持 不可 不可 可 

フェイルオーバー/HA 不可 可（セッション引継

なし） 

可（セッション引

継） 

SSL 不可 可（$0.02/インスタ

ンス/時） 

可（$0.02/インスタ

ンス/時） 

サポート ユーザフォーラム ユーザフォーラム シルバーサポート 

プレミアムサポート 不可 不可 可 

 

※ app-cellとはアプリケーション稼働単位。128MBのメモリと 1/8コア CPUが 1app-cell。 
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開発ツール 

CLI (CloudBees SDK), Eclipse Plugin, Webダッシュボード 

Webダッシュボード (GrandCentral Web App Console) 

ナビゲーションバー 

 
左から順に 

トップページ 

ClickStart（サンプルプロジェクト） 

Apps（アプリケーション） 

DBs（データベース） 

Builds (Jenkins) 

Repositories（Subversion/Git, Mavenリポジトリ） 

Services（その他連携サービス） 

More（ドキュメントなどリンク集） 

 

トップページ 

 

 特に役に立つリファレンスへのリンクや、コミュニティのリンク、最近の CloudBees Blog

の投稿が記載されている。 
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ClickStart 

 
 

 いくつかのサンプルプロジェクトが用意されており、簡単な画面操作のみでサンプルのアプ

リケーションが作成される。また、そのアプリケーションで利用しているデータベースやリポ

ジトリ、Jenkinsのジョブ設定まで作成される。用意されているサンプルは以下のものがある。

（2013年 2月 10日現在） 

● Play! Framework 2 

● Scala and Lift 

● Java EE 6 Web Profile 

● Backbone.js and RESTful JAX-RS 

● Node.js web server 

● Hibernate and Tomcat 

● Facebook application starting point 

● Clojure/Compojure ClickStart 

● Webmachine and Erlang 

● Sencha Touch/HTML5 and Clojure 

● Angular js - HTML enhanced for web apps 

● Java EE 6 Web Profile with Sauce support 

● Java Sample project with Sauce support 

● Identity Token Vending Machine 

● Anonymous Token Vending Machine 

● Netflix Asgard - your own cloud 

● Glassfish App Server 
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Apps 

 
 

 作成したアプリケーションの一覧が表示される。このページから新しいアプリケーションを

作成できる。ここでのアプリケーションとは、アプリケーションサーバなど実行環境のことを

指している。 

 

DBs 

 
 

 作成したデータベースの一覧が表示される。このページから新しいデータベースを作成でき

る。 

 

Builds 

 
 

 Jenkinsのページが表示される。通常にインストールした Jenkinsとは異なり、いくつかのプ

ラグインが追加で導入されており、CloudBeesの実行環境へ簡単にデプロイすることができる

ようになっている。 



12 / 24 

 

Repositories 

 
 

 ソースコードリポジトリや Mavenリポジトリの一覧が表示される。ソースコードリポジトリ

を作成する際には Subversionか Gitのいずれかを選択することができる。 

 

Services 

 
 

 利用している (subscribed) サービスの一覧が表示される。Add servicesから CloudBeesで連

携できるサービスの一覧が表示され、簡単に連携サービスの利用を開始することができる。 
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開発〜デプロイ 

 ここではWordPressを例にとり、CloudBeesを用いた開発の流れについて記述する。 

デプロイ方法 

リポジトリの準備 

 DEV@Cloudのソースコードリポジトリもあるが今回は GitHubのリポジトリを使用した。 

https://github.com/speg03/wordpress-cloudbees 

ソースコードの Push 

 用意した GitHubのリポジトリにWordPress日本語版( http://ja.wordpress.org/ )の

latest.tar.gzを展開したものを pushしておく。ただし、RUN@Cloudには PHPのランタイムが

ないため、PHPアプリケーションであるWordPressは、そのままでは実行することができな

い。そこで、Quercus( http://quercus.caucho.com/ )という PHPの Java実装を利用する。先ほ

どWordPressを展開したリポジトリ上に quercus.warを展開したものを合わせて pushする。 

 

https://github.com/speg03/wordpress-cloudbees
http://ja.wordpress.org/
http://quercus.caucho.com/
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データベースの作成 

 DB一覧の画面から Add New Databaseを選択しデータベースを作成する。適当なデータベ

ース名、ユーザ名、パスワードを入力し、データベースを作成する。作成したデータベースを

一覧から選択し、データベースが作成されたホスト名を確認する。 

 
 

 このデータベースをWordPressから参照するように設定ファイルを記述する。ファイルはリ

ポジトリのルートにある wp-config.phpである。データベース名、ユーザー名、パスワード、

ホスト名をそれぞれ作成したデータベースに合わせて記述する。 
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アプリケーションの作成 

 アプリケーションの一覧画面から Add New Applicationを選択し、アプリケーションを作成

する。適当なアプリケーション名を入力し、セレクトボックスはデフォルトの JVM Web 

Application (WAR)のままにしておく。これによってWARファイルで動作するアプリケーショ

ンの実行環境が作成されたことになる。 

 

 

ビルドジョブの設定 

 今回は Antを使ってビルドを行う。リポジトリのルートに build.xmlを作成する。buildディ

レクトリの中に application.warというファイル名でビルドする設定になる。 
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 これを用いて DEV@Cloudの Jenkinsからビルドし、先ほど作成した RUN@Cloudのアプリ

ケーション実行環境に対してデプロイを行う。新規ジョブ作成からフリースタイル・プロジェ

クト向けのジョブを作成する。 

 
 

 ジョブの設定からソースコードリポジトリに作成した GitHubのリポジトリを指定し、認証

情報を入力する。 
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 ビルド手順の追加から Antの呼び出し、Deploy Applicationsを追加する。 

  
 

 Antの呼び出しはデフォルトのままで、Deploy Applicationsの方は Add Applicationから作成

したアプリケーション実行環境の IDと build/application.warを指定する。 

 

 



18 / 24 

 設定が終わればビルドを実行しジョブが正常に終わることを確認する。あとはWordPressの

通常の設定を行う。アプリケーション URL/wp-admin/install.phpにアクセスすれば良い。アプ

リケーション URLはアプリケーション一覧から確認することができる。 

 

テスト・デバッグ 

ログ解析 

 アプリケーションのページで Logsタブから Serverログと Accessログを確認することがで

きる。Serverログではアプリケーションサーバ（今回の場合は Tomcat）のログを確認するこ

とができ、Accessログでは Apacheのようなアクセスログを確認することができる。 
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ターゲット 

ステージング 

 CloudBeesではステージング環境と明示的に分けられる環境が存在するわけではないが、実

行環境を非公開にすることができる。アプリケーションの Configurationタブから Application 

privacy設定を行うことができる。 

 
 

 ここで privateに設定すると、アプリケーションの実行環境へアクセスした際に、認証画面が

現れて CloudBeesアカウントでの認証が必要になる。 
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監視 

アプリケーション 

 アプリケーションの Operationsタブからいくつかのグラフを見ることができる。リクエスト

数、エラー数、リクエスト時間、メモリ使用量、クラスロード数、セッション数など。これら

のグラフの時間軸は過去 1週間から過去 1時間の範囲で選択して表示することができる。 
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PaaS実績 

利用企業、サービスなど 

 CloudBeesを利用している企業は 56社紹介されている。（2013年 2月 18日現在） 
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ビジネス 

費用 

ランニングコスト 

 前述のを PaaS基盤の基本情報を参照のこと。 

オプション 

 CloudBeesでは FOSS program (Free Open Source Software program) 

( http://www.cloudbees.com/foss/index.cb )というものがあり、オープンソースプロジェクトで

いくつかの条件（リポジトリを公開するなど）を満たせば、無料枠の拡張や割引といったサー

ビスを受けることができる。 

中立性 

ベンダー依存 

 対応しているプラットフォームを見ても一般的なものであり、依存度は低いといえる。 

ポータビリティ 

 CloudBeesでの開発では、ソースコード自体に特別な設定は不要であり、そのまま他の環境

へ移植することは何ら問題ない。DEV@Cloudからのデプロイについては唯一 CloudBeesのプ

ラグインを利用しており CloudBeesに依存している。しかし、その実態としてはWARファイ

ルを実行環境へコピーするだけであるため、他の環境で同様のデプロイ方法を実現することは

難しくないと考えられる。 

おわりに 

 CloudBeesは対応プラットフォームが JVMで動作するものに限定されるなどそれほど多く

ないことに加え、実行環境のリソースもそれほど潤沢ではない。そのため、プロダクション環

境としての利用は難しいと考えられる。しかし、ビルド環境やソースコードリポジトリ、開発

ユーザ管理など開発を進める上で有用なサービスが整っており、開発環境としての使用は有効

である。 

http://www.cloudbees.com/foss/index.cb

